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ふ
る
さ
と
南
丹
応
援
寄
附

金
の
使
途
は
。
寄
付
者
の
思
い

に
応
え
て
い
る
か
。

　

子
育
て
支
援
、
高
齢
福

祉
、
環
境
保
護
、
文
化
・
教
育

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
事
業
に

９
月
に
補
強
を
完
了
し
た
の

で
、
耐
震
化
率
は
７１
・
７
％
。

残
り
は
１１
棟
。

　

平
成
台
の
土
地
は
、
「
早

く
処
分
を
す
る
」
と
い
う
付
帯

決
議
で
組
合
か
ら
１
億
９
２
０

０
万
円
で
買
い
取
っ
た
。
職
員

４
名
と
専
門
家
１
名
で
販
売
に

努
力
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
早

急
に
解
決
で
き
る
の
か
。

　

昨
年
１２
月
に
の
ぼ
り
や
看

板
を
設
置
、
新
聞
折
り
込
み
も

実
施
し
た
。
２２
年
６
月
ま
で
に

土
地
開
発
公
社
の
土
地
３
件
が

販
売
で
き
た
こ
と
は
成
果
。

買
い
取
っ
た
１３
区
画
の
中
で

は
販
売
で
き
て
い
な
い
が
、
土

地
の
価
格
が
下
が
っ
た
状
況
も

あ
り
、
単
価
を
的
確
に
し
て
い

か
な
い
限
り
速
や
か
な
販
売
は

困
難
と
予
想
し
て
い
る
。

　

八
木
駅
西
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
う
業
務
委
託
費

２
３
６
万
２
５
０
０
円
の
内
容

充
当
。
残
り
は
市
長
に
任
せ
る

こ
と
で
、
各
事
業
に
均
等
に
充

て
て
い
る
。

寄
付
金
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は
企
画

管
理
部
で
、
財
源
充
当
は
総
務

部
財
政
課
で
担
当
。
寄
付
者
の

気
持
ち
を
大
切
に
、
今
後
、
関

係
部
局
の
連
携
を
密
に
し
た

い
。

　

八
木
支
所
の
予
算
で
企
業

会
計
で
あ
る
水
道
事
業
の
事
務

費
、
電
気
代
等
を
負
担
し
て
い

る
が
問
題
で
は
。

　

経
費
等
を
明
確
に
す
べ
き

は
。

　

八
木
駅
周
辺
の
都
市
再
生

整
備
計
画
検
討
の
た
め
発
注
し

た
。
八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
、
駅
東
側
等
に
つ
い

て
ど
う
い
っ
た
整
備
が
で
き
る

か
を
検
討
し
た
。

駅
舎
に
つ
い
て
は
企
画
管
理

部
で
実
施
、
検
討
す
る
中
、
事

業
採
択
に
向
け
整
備
計
画
書
が

必
要
と
な
る
の
で
、
事
業
実
施

に
向
け
て
の
業
務
委
託
を
し
た
。

　

少
子
化
と
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
見
通
し

は
。

　

美
山
・
日
吉
区
域
の
中
で

進
ん
で
い
な
い
。
２
人
世
帯
や

１
人
世
帯
の
中
で
は
後
継
者
が

帰
っ
て
く
る
見
通
し
も
な
く
、

資
金
の
関
係
等
で
設
置
が
進
ま

な
い
状
況
で
あ
る
が
粘
り
強
く

進
め
る
。

　

保
育
料
の
滞
納
な
ど
未
収

入
額
が
多
い
が
、
解
消
へ
の
取

り
組
み
は
。

　

５
５
０
万
円
程
度
の
未
収

入
が
あ
る
。
未
納
者
に
は
電
話

や
訪
問
で
納
付
を
求
め
て
い

で
あ
る
が
、
分
割
は
し
に
く

い
。
庁
舎
に
つ
い
て
も
使
用
料

を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

ち
ら
も
市
の
業
務
で
あ
り
、
市

長
の
判
断
で
免
除
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
と
の
考
え
で
い
た

が
、
法
律
等
も
十
分
に
精
査
し

て
対
処
し
た
い
。

　

学
校
の
耐
震
化
工
事
の
進

ち
ょ
く
状
況
と
残
り
は
。

　

２２
年
３
月
末
で
、
耐
震
化

率
６６
％
。
繰
越
を
し
た
八
木
小

学
校
及
び
殿
田
中
学
校
の
校
舎

並
び
に
美
山
中
学
校
体
育
館
が

る
。　分

納
な
ど
も
提
案
し
て
い
る

が
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
今
後

も
努
力
し
て
い
く
。

　

障
害
者
支
援
施
設
改
修
事

業
の
内
容
は
。

　

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
び
び

日
吉
分
所
」
の
作
業
所
が
手
狭

に
な
っ
た
た
め
の
拡
張
で
、
府

の
補
助
金
を
受
け
て
作
業
所
を

１
棟
新
築
し
た
。

　

柔
道
整
復
師
の
給
付
件
数

が
多
い
。
全
国
的
に
不
正
請
求

の
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
が

チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
て
い
る
の

か
。

　

保
険
適
用
に
は
、
負
傷
内

容
に
関
わ
ら
ず
医
師
の
意
見
書

の
添
付
が
必
要
。
審
査
は
国
保

連
合
会
の
専
門
機
関
で
行
っ
て

い
る
が
、
近
年
増
加
し
て
い

る
。　
　
　

本
市
で
は
、
送
付
さ
れ
た
意

見
書
と
レ
セ
プ
ト
を
確
認
、
照

合
し
て
い
る
。
確
認
や
体
制
整

備
は
他
市
町
村
と
連
携
し
て
い

く
課
題
で
あ
り
、
体
制
確
立
へ

問
題
提
起
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

成
23
年
の
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
市
議
会
に
格
段
の

ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
わ
が
国
は
不

安
定
な
世
界
経
済
・
国
際
紛

争
等
に
翻
ろ
う
さ
れ
、
今
な

お
国
内
経
済
の
先
行
き
も
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
市
も
誕
生
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
多
く
の
大
型
継
続

事
業
が
完
了
、
ま
た
は
完
了

間
近
と
な
り
、
今
後
は
市
民

が
参
加
意
識
を
共
有
で
き
る

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
議
案
審
議
と
と
も
に
議

員
提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
一
層
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
議
会
を
目
指
し
、
研
さ

ん
、
努
力
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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総
務
分
科
会

産
業
建
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会

厚
生
分
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主
な
質
疑

決
算
特
別
委
員
会
で
の

　

１２
月
定
例
会
は
、
１１
月
２４
日
開
会
、
１２
月
１５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
な

ど
８
件
、
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
９
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
中
の

１０
月
に
審
査
し
た
２１
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
８
特
別
会
計
並
び
に
１

企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
開
会
日
に
討
論
、
採
決
を
行
い
認
定
し
ま
し
た
。

指標で見る財政状況 平成21年度会計別決算状況

全会計 決算を認定平成21年度
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

一
層
信
頼
さ
れ
る

　
　

議
会
を
目
指
し
て

議　

長　

井
　
尻
　
　
治

12
月
定
例
会

会　　計　　名 収　　入 支　　出 翌年度繰越額 差引実質収支額
採決結果

賛成 反対

一 般 会 計 ２３４億５，９８２万円 ２２７億６，８２９万円 ２億７，３８３万円 ４億１，７７０万円 16 5

特

別

会

計

国民健康保険事業 ３６億９，４７２万円 ３６億２，６９５万円 ０円 ６，７７７万円 18 3

老人保健事業 ５，４７５万円 ３，２７１万円 ０円 ２，２０４万円 21 0

介護保険事業 ２９億６，１４７万円 ２９億５２７万円 ０円 ５，６２０万円 21 0

市営バス運行事業 ４，９９４万円 ４，６０３万円 ０円 ３９１万円 21 0

簡易水道事業 ７億４，６２９万円 ７億２，７８２万円 ０円 １，８４７万円 21 0

下水道事業 ２９億２，４１７万円 ２８億２，１１９万円 ６，０００万円 ４，２９８万円 21 0

土地取得事業 ３億４，５２５万円 ３億４，５２５万円 ０円 ０円 19 2

後期高齢者医療事業	 ４億１，９０５万円 ４億１，１２９万円 ０円 ７７６万円 18 3

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 ４億４，２０５万円 ４億１，２４８万円 ２，９５７万円

21 0
資本的収支 ８，６４３万円 ２億７，５３８万円 △１億８，８９５万円

区　　分 ２１年度 ２０年度 １９年度 備　　　　考

財政力指数 0.360 0.370 0.380 １に近いほど財源に余裕あり

経常一般財源比率（％） 100.7 100.9 104.9 100を超える数値が高いほど収入に弾力性あり

経常収支比率（％） 93.5 97.7	 95.8
税などの一般財源に占める人件費等の経常的経費の割合。

８０％を超えると、財政に余裕がないとされる

公債費比率（％） 17.3	 18.4 18.5
使い道が特定されない財源に占める公債費（返済金）の割合。

１０％を超えないことが望ましい

実質公債費比率（％） 20.4 19.7 17.7

一部事務組合の公債費負担など、その自治体の実質的な債

務負担の割合１８％以上になると起債（借入）に府の許可が必

要となる


